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DWMax M·BR-034P/034/032P/032/104P
ウェルプレート対応恒温振とう培養機（超小型）

●製品WEB　●実験データ：好熱菌および低温菌の培養例
更に詳しい情報は QRコードまたは https://taitec.info/2024b/20 にて

●温調なしのタイプ『マイクロミキサー E-022/E-022T』➡P.064〜P.065

（＊1）ウェルプレートが固定できる架台を標準で備えています。なお、本製品は96穴のウェルプレートに適する振とう機構に設計されているため、24穴や384穴等では撹拌の効率が変わります。（＊2）冷却時は室温－7℃、加熱時は室温＋33℃付近が使用温度範囲の限界
です。（＊3）使用環境温度が+25℃付近の場合の値です。（＊4）03モデルにおけるマイクロチューブラックおよび10モデルにおける各振とう台は、別売です（下記参照）。

適用容器（架数） ウェルプレート×4個（＊1）
またはマイクロチューブラック×4個

ウェルプレート×2個（＊1）
またはマイクロチューブラック×2個

振とう台交換により1.5/2.0mLマイクロ
チューブ、15/50mLディスポ遠沈管に対応

型名 M·BR-034P M·BR-034 M·BR-032P M·BR-032 M·BR-104P
使用温度範囲 室温−7℃〜+60℃（＊2） 室温＋7℃〜+60℃ +15℃〜+60℃（＊3） 室温＋7℃〜+60℃ 室温−7℃〜+60℃（＊2）
温度調節精度 ±0.5℃〜1.0℃（＊3）
振とう方式／速度 水平偏芯震動、200〜1600r/min 旋回振とう、50〜500r/min
架台寸法 ー 240×220mm（庫内有効高さ100mm）
使用環境温度範囲 +5℃〜+30℃
加熱方式

ペルチェ素子
ヒーター（70W）

ペルチェ素子
ヒーター（70W）

ペルチェ素子
冷却方式 ー ー
その他の機能等 温度および速度のデジタル表示、温度および振とう速度のメモリー設定×1
安全器／安全機能 ヒューズ、高温、温度調節異常診断、フード開時制動、モーター過負荷、過負荷保護、過電圧保護
外形寸法 405×445×230Hmm 405×402×230Hmm 365×400×230Hmm 365×347×230Hmm 405×445×230Hmm
本体質量 約18kg 約16kg 約15kg 約13kg 約18kg
電源 AC100V・1.5A
標準付属品 ー スティックシート×1

本体価格（＊4） ¥550,000 ¥440,000 ¥407,000 ¥352,000 ¥550,000

弊社が開発した『NewMax driveTM』は、振とう台の上下左右への軌道のズレを抑制
し、ブレを抑えた振とうを実現する機構です。例えばディープウェルを用いた培養におい
ては、各ウェル間のバラツキが格段に改善される等の効果が得られています（詳しくは右
ページおよびWebのデータ参照）。

●オプション（M·BR-032/034シリーズ用） ●オプション（M·BR-104用）
品名／型名 適用容器 価格

1.5mLマイクロチューブ用振とう台 V·BR-1140 1.5/2mLマイクロチューブ×40本 ¥23,000
15mL遠沈管用水平振とう台 V·BR-1816 15mLディスポ遠沈管×16本 ¥23,000
50mL遠沈管用水平振とう台 V·BR-3508 50mLディスポ遠沈管×8本 ¥23,000

（＊1）5mLチューブはワトソン等のタイプが適合します。エッペンドルフタイプは適合しません。詳しくは弊社Webを参照ください。

品名／型名 適用容器と架数 価格

マイクロチューブラック EM-0524 0.5mLマイクロチューブ×24本 ¥13,000
マイクロチューブラック EM-1524 1.5/2mLマイクロチューブ×24本 ¥13,000
マイクロチューブラック EM-1515（＊1） 5mLチューブ×12本 ¥21,000

ブレのない振とう撹拌効果を生み出す機構

 
特 

長

●96ウェルやマイクロチューブの撹拌に［03モデル］
●マイクロチューブや遠沈管の撹拌に［10モデル］
●電子冷却で室温以下の温度調節も可能［Pタイプ］

●ディープウェルやマイクロチューブでの振とう培養
●大腸菌等の低温培養［032P/034P］、ELISA等
●酵素消化、生分解性試験、メタボローム解析等

用 
途

［Pタイプのみ］ 

ウェルプレートなら2〜4個架。実験室の卓上に
置きやすいサイズです。「P」がついている機種は
ペルチェで室温以下に冷却が可能です。

96ウェルやマイクロチューブ、ディスポ遠沈管に対応。
ウェルプレート最大4個を強力かつ均一に振とう。

M·BR-104P　
振とう台（別売）使用例

M·BR-034P　
ディープウェル使用例

M·BR-032P　
マイクロチューブラック（別売）使用例

TM
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DWMax 実験データ
ウェルプレート対応恒温振とう培養機（超小型）

培養開始4時間後の濁度

ディープウェルプレート4枚架けのM・BR-034Pおよび旧製品M・BR-024を用いて96穴ディープウェルで大腸菌を培養し、培養開始から4時間後の濁度
（OD600）を測定して比較しました。本製品では、旧製品より遅い振とう速度でも半分の時間でOD600＝1.0に到達しました。

少量多検体に適した96ウェルプレート/ディープウェルプレートですが、一方でプレート外周ウェルの蒸発が内部ウェルに比べて早く（エッジ効果と呼ば
れる）、特に長時間の使用では細胞増殖や解析結果に差が出る問題が発生することがあります。
弊社の機器では、振とうはできるだけ均一になる様に設計をしておりますが、ウェルプレート外周ウェルと内周ウェルの側面温度差については物理的に
どうしても解消ができません。

対策として、容器メーカーからは
●外周ウェルは培養に使用せず、滅菌水やPBSを入れて蒸発対策および外周からの熱の影響を減らす（外周一列36ウェルのロスが発生します）。
●ウェルの隙間や周辺部に、蒸発対策用の滅菌水や PBS を入れる専用の溝が作られている製品を使用する
　（ワトソンやサーモなどで発売されています）。 
ことが推奨されています。 
＊ウェルプレートの詳細については、各容器メーカーにお問い合わせください。

低蒸発を謳うフタつきの96ウェルプレート製品でも、振とうを伴う場合はフタを外すことが推奨されているケースが多く、弊社に質問が参ります。 
プレート用のシールが各種市販されております、

「ELISA用シール」「プレートフィルム」「プレートシール」「マイクロプレートシール」等の語句でWebを検索ください。 
 
ウェルプレート/ディープウェルプレートでの培養には、ガス透過性のあるプレートシールが推奨されます。
上記の検索語句に「ガス透過性」「培養用」等を足して検索ください。滅菌済のものも販売されています。 
＊ 96 ウェルプレートでの ELISA でも、抗体キットのプロトコールに記載されている振とう速度が早めの場合、
　クロスコンタミを軽減するためガス透過性のシートを使用する事があります。

［培養条件］（共通）
●96穴ディープウェル
四角穴（コニカルボトム）、1ウェルあたり2mL強の容量
●シーリング
ガスパーマブル粘着シート（ガス透過性フィルム）
●培養液量
1mL（ウェル容量の50%程度がエアレーションには最適）
➡1mLの場合、1500r/minまではシーリングに液が届くことはありません

（1600r/minでは届いて付着します）。
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旧製品MBR-024
1200r/min

外周ウェルに滅菌水等を注ぐ 専用の溝に滅菌水等を注ぐ

旧製品との比較：96穴ディープウェルを用いた大腸菌の振とう培養

ウェルの蒸発対策について

プレート用のシールについて
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